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　ここに一枚の写真がある。〈ユリシーズを読むマリリン〉1952（図
1）と題名が付けられている。マリリンとは、ご存じアメリカが誇る20
世紀のセックスシンボル、マリリン・モンロー である。この作品は何を
ねらって写されたのか。モンロ とーいう女性と『ユリシーズ』という
本との意外性をねらってのことなのか。彼女は『ユリシーズ』を本
当に読んでいたの？ふりをしているの？という質問も当然多く寄せら
れたという。（注1）当然、彼女がポピュラー な雑誌をめくっていたら、
この写真は作品として発表されていなかったかもしれないし、こん
な質問もなかったと思われる。こうした話題とは別に、ねらいはモン
ロー を知的にイメー ジアップさせることだったのか。いずれにしても、
「モンロー」と「本」というイメー ジのギャップがこうした質問を思い
起こさせることは間違いない。
　いきなり、モンローの写真から話題を導入したが、西洋の美術
作品の中で、「本を読む女性」像というモティー フは昔から繰り
返し登場している。例えば、室内で静かに本を読む女性、フラゴ
ナールの〈読書する若い女性〉1776（図2）や窓辺で本を読む女
性の姿を描いたルノワー ルの〈読書する女〉1875-76（図3）などの
作品を思い浮かべることは難しくはない。どちらの作品も静的な美
しさが作品に感じられる名作である。しかし、考えてみると女性が
一般的な教育を受けられるようになった時代が到来したのは実は
そんなに昔のことではなく、女性が本を自由に手にすることができ
るようになったのも、そんなに古いことではない。「読書する男性」
像をモティー フにした美術作品の方が当然のことながら、女性の
場合よりも圧倒的に多い。それにも拘らず、女性が本を読む姿の
方が記憶に残る作品が多いのはなぜか。画家たちは彼女たち
の姿をどのようにとらえたのか。それぞれの時代の中で彼女たち
が本を読んでいる場面は何を語っているのか。前述のモンロー の
『ユリシーズ』の例ではないが、作品の中の彼女たちは何を読ん
でいるのか等など、女性が読書する姿もしくは、時として手紙など
を読む姿を通して、さまざまな観点が浮かび上がってくる。さらに
は、本の形、サイズからはじまり、どのような場所で読むのか等、描
かれた一枚一枚が語りかけてくるものはたくさんある。本稿ではこ
うした点にスポットをあてながら、まず「本」の登場からはじまり、時
代とともに変化する「本を読む女性」像を探ってみようと思う。
　何気なく手にしている「本」がはたしていつごろから出現したの
か。ヨー ロッパにおいて最初の書物は、エジプト古王国時代に出
現したパピルス紙の巻子本であった。月村辰夫「書物の形と読書
の姿」（注2）とロジェ・シャルティエ／グリエルモ・カヴァッロ『読むこと
の歴史』（注3）を参考にしながら、最初にここではその形を追うこと
から始めたい。古代エジプトの〈書記坐像〉は、第5王朝（図4）に
造られたル ヴール美術館所蔵の有名な彫刻で、男があぐらをかい
た脚の上に巻物をのせている。この彫刻が教えてくれるように、最
初の「本」の形は巻子本の形態であった。さらにこの（書記坐像）
の形が古代エジプト王国だけではなく、古代ギリシア・ローマにお
ける文字を書き写す姿勢であり、その結果が形として、巻子本の
高さを限定させた。つまり巻子本の高さは、太股の長さに対応し
て25センチが上限になる。この像が巻子本の大きさを後世に伝
えてくれるだけではなく、エジプトでの文字を書く場所は、つまりあぐ
らの上であることを私たちに教えてくれている。但し、古代エジプト
の時代の書記坐像は男性像のみであり、女性像はない。
　古代ギリシア・ローマでは、口語言語が書記言語よりも優位で
あったという。あくまでも生の声を重要視した。それどころか「社会
の上層に暮らす人間は、文章を綴るという書記言語の活動をさ
げすんでいたようにも見える。」（注4）能力のある奴隷を使ってその
仕事をさせ、自分は文字を書く仕事から解放されるのである。文
字を書くことはしたがって奴隷の仕事だったのである。エジプトの
〈書記坐像〉のような、いわば現代の高級官僚の役職のような例
とは異なって、身分が高い人ほど文字を書くということはなかった
時代なのである（但し書けなかったのではなく、彼らは書かなかっ
たのであるが）。ドミティウス・アヘ ノーバルブスの祭壇の浮彫彫刻
BC100頃はその様子を物語っている。（図5）この彫刻ではおそら
く奴隷が命令を受けて書き取っている様子が彫られており、当時
の文字を書く姿や様子を垣間見ることができる。
　古代ギリシア・ローマ時代の彫像や壁画には、男性だけではな
く、女性が本を読んでいる姿を多く見つけることができる。しかし、
この時代、社会における女性の位置は高いものではなく、女性
の日常行動に対する規制は厳しかった。教育環境は、家庭にお
ける教育（7歳まで一家庭婦人、乳母など）とその後20歳までの
学校での集団教育が確立されていた。ローマ人社会では伝統
的に家長の権限が強く、息子の教育に責任を持つというのが建
前であった。読み書きに関していえば、こうした基礎教育は女性
や奴隷に対しても広く行われた。「7歳までの教育はもっぱら女性
に委ねられていた。ヘレニズム時代全体を通して初等教育の学
校は普及し、リベラル・ア ツー（文法、論理学。修辞学）と上級四科
（算術、音楽、幾何、天文学）が広く学ばれた」という。（注5）女性
が文字を読んでいた例として、浮彫彫刻を探してみると〈侍女〉
BC.420（図6）をあげることができる。ここでは女性が手に本（巻
「本を読む女性」像について　その1
A Study on Reading Women  1
江本菜穂子
EMOTO Nahoko
32
子本）を持っている姿が彫られている。女性が手に本を持つ姿
はこの例だけではなく、前述したように、この時代には比較的容
易に見つけることができる。ギリシアでは、書物の存在は稀であっ
たが、読み書き能力はかなり広範に普及していた。公私の碑文
を読む習慣は都市の下層階級の間にも普及していたのである。
　古代ロー マでは、ポンペイの壁画にその例を探ることができる。
〈パン屋の夫婦〉60-70（図7）と呼ばれているフレスコ画である。
ここには夫婦が仲良く肖像画の形で描かれており、妻は折り畳み
式書字版（蝋盤）と鉄筆を、夫はパピルスの巻物を持っている。ち
なみに鉄筆は片方はとがっており、もう片方は平らで文字が消せ
るようになっていた。この壁画は、彼らパン屋の夫婦（テレンティウ
ス・ネオとその妻）が何らかの形で文字を書き、読むことができたと
いう確証でもある。この夫婦のように一般の人物であってもこの
時代では文字を書いたり、読んだりできる教育は進んでおり、〈パ
ン屋の夫婦〉の像は間違いなく当時の多くの庶民の姿であろう。
この夫婦は、仕事がら帳簿をつける必要だった為か、誇らしげに
筆記用具と巻物を手にして肖像画におさまっており、読み書きの
能力が肖像画にしてもらうほど高かったと思われる。さらに、ポン
ペイの壁画には〈若い女性の肖像〉という美しいフレスコが残って
いる。彼女も手に鉄筆を持って、頬にそれをちょっと押し当てた仕
草で描かれている。一般女性も読み書きがかなり進んでいたこと
が、これらの像から伺うことができる。識字と筆記の能力が発達
していたとしても、それは単に記述して保存することの意味の場
合が多く、ここでは「本」の内容まで問うことはできない。
　ところで、これらポンペイの壁画の肖像画として描かれたフレス
コは、正面向きで半身像として描かれている。手に持つ筆記用
具と巻物は、彼らがその能力を持っていたということを示す重要
なモティー フなのであるが、「字を読む」「字を書く」という具体的
な行為そのものを見せているわけではない。あくまでも正面向き
の人物像というものに力点が置かれている肖像画である。口に
筆記用具をちょっとあてる仕草は当時流行したポーズであり、逆
に流行したことからも一般に読み書きが流布していたことが確
認できる。その一方、ポンペイの壁画には行為として、「本を読ん
でいる」女性の美しい姿の像も残されている。〈本を読む女性〉
1c.（図8）の像は若い優美な姿の女性が手に巻物を持って立っ
ている。彼女のかすかなS字曲線を描く立ち姿と右手で読み続
けている巻物を支える仕草と左手との間に垂れ下がったパピル
ス紙の曲線がつくるリズムが残った色彩の見事さの他にこの像
の美しさを作り上げている。ここで彼女が立って巻物を読んでい
るのは、恐らく黙読ではなく、音読しているからであろう。「本を読
む」という行為はこの時代あくまでも音読が主だったからである。
　最初「書物」は記憶するものとして保存の意味を担っていた。
「書物」つまり「本」が発明されたのも、「本文を定めて記憶を呼
び覚まし、実際のところ本文を保存するためであると、古代ギリシ
アでは意識されていた。」（注6）その後、保存目的とした書物と、読
まれることを目的とした書物の境界線が次第にひかれるようになっ
ていく。ギリシアの壺絵には教科書用の書物を示す場面から、本
当の読書の場面へと移行する様子が描かれている。最初は男性
しか現れていないが、次第に女性読者の姿も見られるようになる。
「こうした読者の絵は孤立した形では描かれておらず、会話や
宴を表すコンテクストの中に描かれている」（注7）つまり、読書は社
交の機会であり、まったく個人的なものではなかったことが考えら
れる。
　概観したように古代ギリシア・ローマ時代において、巻物を読む
姿の図像や彫像は多く見出せても、書く行為に至っては奴隷の
仕事であるが故に、あまり表現する対象にはならなかったようで、
「文字を書く」姿は数としては多く残ってはいない。女性も奴隷も
読み書きはある程度できており、古代には「文字を書く」という行為
ばかりでなく、実際は、その「文字を読む」という作業も奴隷に任せ
ていたと言われている。（注8）そして、4世紀後半になっても、音読が
支配的であったのは、古代の奴隷制社会という基盤が強固だっ
たからであろうと月村は指摘している。つまり、男性は階級や地位
が高ければ高いほど、文字の読み書きは自分でしなかったというこ
とになる。その理由から、読み書きが女性や奴隷によりいっそう歓
迎されたのは驚くに当たらないことなのである。この時代に女性の
本を読む姿が容易に見つけられるのはこうした理由もあってのこ
とであろう。
　奴隷制の崩壊とキリスト教の出現により、読み書きの教育と本
の形が変化することになる。奴隷制の崩壊は、自分の力で文字
（書物）を読まなくてはならない事態を引き起こした。このことが、
次に黙読という形をうみだす。「自分のために読む（ないしは読み
上げる）のであれば、エネルギーの消費の点でより合理的な黙読
に移行するのは必然であった」。（注9）そして、同時に書物形態に
変化が起こる。冊子本の登場である。2世紀以後次第に巻子本
（巻物）にとってかわり、冊子本が完全に支配的となるのは5世
紀初めである。この形は主としてキリスト教関係の書物として使わ
れるようになる。「巻子本は奴隷労働、程度の差はあれきわめて
高価な職人工房、エジプトから輸入されたパピルスという素材と結
びついていた。」（注10）このように冊子本が巻子本にとって代わるに
はさまざまな要因が働いていた。エジプト以外は通常羊皮紙が用
いられたが、これはいたるところで手に入れることができ、皮は丈
夫なので裏にも書け、冊子形式にすることができ、読書の際の扱
いが容易になった。書物形態の変化と読書習慣の変化はほぼ
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同時に起きたと言えるのである。
　中世になると、彼らの心を支配していたのが「宗教」である。以
前のような音読としての読書ではなく、黙読が主流になった。その
行為の変化によって生まれたと考えられていること、それは心の内
面化である。黙読は瞑想を促したのである。この時代書物が読
まれたのは、神を知り、魂を救うためであった。そこで、「本」の役目
は人々に神の言葉を理解せ、熟考させ、時として暗記させること
であった。ペ ジーによって本文を区切る冊子本自体が参照や再
読を可能にして、冊子本の形態はゆっくりとしかも深く精通していく
瞑想的な読書の形をつくりあげたのである。
　3世紀から5世紀の間に、社会と文化は大きな変化をとげ、古
代では高い識字率を保有していたにも拘らず、中世にはいるとキ
リスト教徒や異教徒に関わらず識字能力が非常に減少し、読者
数も減少せざるをえなかった。古代末期にはキリスト教徒の高貴
な身分の婦人のみが教養を放っていたが、一般的な女性たちの
識字率は低下の一途であった。それでもガリアでは6世紀初め
に、少女が読み書きを学んでいたし、中世初期のドイツでは教養
ある女性がかなりいたことも事実である。しかし、女性の価値を低
く見る教会の女性蔑視こそが、そののちの娘の教育をないがしろ
にする結果となったのである。女性の教育は手仕事や家庭の仕
事の方に重きが置かれるようになってしまう。
　中世の間、学問の中心は教会付属の修道院や宮廷になり、12
世紀になると、はじめてヨー ロッパの都市に大学が誕生する。大
学の設立から、「本」自体の需要は増え、写字生や製本職人な
ど、本に関わる同業組合（ギルド）が作られるが、大学も男性で構
成され、このギルドに女性が加わることはなかった。（注11）唯一この
時代に女性の教育機関は修道院であった。本来、修道院は、将
来修道女になることを目指す女性たちの修養の場所である。しか
し、聖書や祈祷書の理解のためにはラテン語が必要とされ、唱
歌、文法、計算法などの知的科目も教えられた。中世後期になる
と、世俗の少女たちを受け入れて、読み書きを教えるようになり、次
第に修道院教育が貴族・地主たち上流階級の慣行となった。女
性の場合、特に修道院と関係して読み書きの教育も修道院で行
われたが、この形態はやがてルネサンス、宗教改革の時代に衰
退することになる。（ただし、その後もキリスト教的慈善と布教を目
的の教育事業に関する修道会は各地に設立され、世界各地に
広がった。）
　〈アキテ ヌーのエレノアの墓〉1204（図9）の墓に彫られた像は、
本を開いて静かに横たわっている女性（王女）の姿である。手に
している本は聖書であり、彼女は神との対話を聖書を黙読するこ
とによって行っている。エレノアは後世を修道会で過ごし、芸術と
文学の擁護に務めた女性である。この姿が意味しているのは、地
上での楽しみとしての読書の姿をとどめているわけではなく、神と
の対話によって得られる心の平静が、天国での喜びと結びつき、
その姿を石棺に作り上げているのである。中世の時代、女性と本
の結びつきは当然「聖書」である。女性が本を読む姿を絵画や彫
刻等から読み取れば、聖母マリアやマグダラのマリアなどの聖女
たちや修道女などが「聖書を読む」又は「聖書を持つ」姿に限定
される。本を持つ女性として、もっとも頻繁に登場するのは「受胎
告知」の聖母マリアであろう。聖書外典「ヤコブ原福音書」では、
マリアは機織りをしていた時にイエスを身ごもったと書かれている
ため、最初マリアは機織り機とともに描かれていた。しかし、11世
紀頃から、知性を象徴する書物がマリアのこの場面に加わり、の
ちに主流となった。この図像の変化から察して、「本」は「聖書」だ
けではなく、「知性」の意味と結びつくようになっていることが理解
できる。
　その後「受胎告知」の場面では、マリアは旧約聖書のイザヤ書
を読んでいるとされ、画家たちは天使からお告げをうけるその瞬
間のマリアをさまざまな姿で描いた。例えば、アンブロジオ・ロレン
ツェティの〈受胎告知〉1334（図10）のマリアは膝の上に置いた本
（聖書）でマリアの知的な雰囲気が上手く表現されている。この
マリアのように聖書を持っているか、ペ ジーを開いている描写が通
例であるが、この場面で、最初は聖書は比較的小さく閉じられた
ままであったが、次第に大きくなり、14世紀頃から開かれた状態で
描かれるのが一般的になったと言われている。（注12） 画家たちに
とって、天使の言葉に対して、マリアの心情表現をどう表現する
かということが画家たちの興味対象にもなり、そのためか本（旧約
聖書）を懸命に読んでいる姿としてのマリア像は比較的少ない。
　中世後期、14世紀を過ぎると、聖女たちだけでなく尼僧や女性
の平信徒たちも書物をもって祈祷書の挿絵に登場するようにな
る。女性たちは特に女性の信者たちのために作られた時祷書を
持つようになる。一般に、時禱書とは世俗の平信徒のために個人
的な礼拝用に作られた祈禱書である。祝祭日を示した典礼暦、
聖母マリアへの祈り、聖務日課として定められた時課の際に捧げ
られる祈りと詩編、死者のための祈り、痛悔詩編など含まれてい
る。時禱書を読み、祈りを捧げる高貴な女性の例として、〈マリー ・
ド・ブルゴーニュの時禱書〉1470年代の挿絵（図11）がある。窓
辺に座り、上等な緑の布で大切に保護された時禱書をマリー ・ド・
ブルゴーニュは読んでいる。この絵のように当時、時禱書はとても
貴重なものであった。窓の向こうは聖母子が描かれており、その
聖母子にひざまずく高貴な女性も、マリー 自身と解釈されている。
この場面の新鮮さは、時禱書を読む彼女がそれによって思い描
いた幻視が窓の外の光景になって表現されていることである。
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ができる。近代に向かってあらゆる分野の人々が本との関りを示
そうとした。しかし、読書愛好家としてポーズをとっている人々の3
分の2は男性で、その集団は学者でも文筆家でもなく、王侯貴族、
諸侯のようなタイプの人たちであった。（注14）階級やエリー トとしての
ステイタス意識を「本を持つ」ことが象徴的に表していたからであ
る。モデルを引き立てる役割の本は、大型本・中型本や分厚い本
が描かれることは珍しく、あったとしてもほぼ男性の場合に限られ
る。その一方、多くの場合は小型本一冊で男女共あるいは子供
もポーズをとっている。
　
　17世紀のオランダは市民生活を中心にした絵画というものが
出現した世紀である。フェルメー ルの作品には興味深いことに2
つのタイプの「読む」姿が捉えられている。1つは〈天文学者〉1668
（図13）と〈地理学者〉1669。これらは男性の学者を描いた作品
で、フェルメー ルの作品の中で珍しく年紀の入ったものである。姿
からして恐らく同じモデルと考えられるが、この2点はどちらも題名
のように天文学、地理学者を描いている。そのために机の上に分
厚い本や研究道具などが描かれ、それぞれの室内空間の様子
を伺うことができる。特に〈天文学者〉ではその本がアンドリア ンー・
メティウス著『星の研究と観察』であることやペ ジー数までが解明
されており、かなり正確に表現されていることが理解される。これら
の作品は、もちろんフェルメー ルの世界ともいうべき、窓からの光に
浮かび上がる描写のすばらしさはいうまでもないが、ここで注目し
たいのは比較しようとしている女性像の作品との相違である。
　フェルメー ルは室内画として女性の姿を多く残している（彼の
作品としては）。その中で〈窓辺で手紙を読む女〉1659頃（図14）
や〈手紙を読む青衣の女〉1663頃を見ると、彼女たちは手紙を読
む姿で描かれている。その他〈手紙を書く女〉1665頃〈手紙を書く
婦人と召使い〉1670のように、「読み書き」の行為としては、女性像
の場合は「手紙」がフェルメー ルの作品の中心的役割をはたして
おり、けっして「本」ではない。フェルメー ル以外のオランダの画家
たちも「手紙を読む」「手紙を書く」というモティー フは同様に多く
描いているので、当時オランダでこの主題が流行であったことが
解る。これらの作品からはオランダの識字率の高さを推測すること
ができる。オランダは海洋国であり、男たちは遠く貿易のため出か
けてしまい。留守宅を守る、若しくは待つ女性にとって「手紙」は
唯一の情報伝達手段であった。そこで、国としてオランダは識字、
筆記に力を注いでいたからである。そしてさらには、郵便制度の
発達もそこには関連していた。しかし、私が興味深いと感じたの
は、男性が手紙を読む場面ではなく、あくまでも女性が手紙を読ん
だり、書いたりする場面であることである。手紙は非常に個人的な
もので、女性の場合その手紙の差出人は恐らく恋人や夫というご
当時の女性は、時禱書や祈禱書等を開いて、自分たちの姿をそ
の挿絵に重ねながら、神への信仰を高めていたのであろう。人々
が聖書や時禱書等に払う敬意は、そのまま「本」への敬意であり、
そして一般社会でも本は珍重された。その様子が〈マリー ・ド・ブル
ゴーニュの時禱書〉に見てとれる。
　冊子の出現から印刷術の出現（15世紀）までには、およそ一千
年以上の時が経ち、この間に本の形態はほぼ完成された。ここま
で、現在の冊子本の形態の始まりや読書の仕方、即ち音読から
黙読への変化と対応させながら、「女性の読書」の図を交えて簡
単に述べてきたが、実際に「本」が聖書に関する宗教的なものか
ら徐 に々独立できるのは、中世を経てルネサンスの人文主義の時
代に入ってからのことである。印刷術の発明は人文主義と宗教改
革に大きく関与することになる。一方で、本は従来の社会秩序を壊
す危険があると考えられ、権力者からの弾圧も耐えなければならな
かった。しかし、本の読者層は拡大し、新たなジャンルを開発して
いくことにもなるのである。15世紀には宗教、法律、自然哲学のよ
うな出版活動が始まり、16世紀にはその活動は盛んになる。（注13）
　16世紀、とてもユニ クーで、ユーモラスでまるで現代に通ずるモ
ダンさを持った作品をここで見ていただきたい。アルチンボルドの
〈司書〉1566年頃（図12）である。残念ながら女性をモティー フに
した作品ではないが、図書館の司書を「本」だけで構成したもの
である。立派な冊子本が彼の頭、顔や体、腕を作り上げている。
マントのかわりに重厚なカー テンが用いられ、司書の髭は本の埃
をはらうはたきである。当時、本は貴重であり、埃がかぶらぬように
カー テンが本棚にはひかれていた。そのカー テンと埃をはらうはた
きは図書館の重要な道具なのである。アルチンボルドは神聖ロー
マ皇帝とボヘミア王であるマクシミリアン2世とその子ルドルフ2世
に仕えた画家である。学者を保護し、政治よりも科学や芸術を擁
護した王に、アルチンボルドはとても奇抜な、驚くべき発想の作品
を提供し、王を喜ばせていたのである。
　17世紀に入ると、短編小説が読書の変化を促進し、結果的に
は小説が娯楽のひとつになっていく。単純に本の出版数、識字率
そして作品に残っている姿だけでは、その時代の実態としての有
様は正確には把握することはできないが、17世紀、18世紀と進む
につれ、読書する姿が作品に多く表現され、その姿には、今日的な
「本を読む姿」と同様な感覚が盛り込まれていることに気づく。ど
の時代の肖像画もその時代の政治、社会、経済的かつ文化的な
自己認識をさせる重要な資料のひとつである。「本を読む姿」は
その状況の中で、非常に肯定的なものとして捉えられていた。肖
像画を見ることによって、その人物がどれくらいの教養を持ってい
たか、読書にどんな役割を持たせていたかなど、情報を伝えること
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あろう。
　こうした状況だったからなのか、魅力的な本を読む女性像が
絵画にしばしば見受けられるようになる。その筆頭にあげることが
できるのが、フラゴナール〈読書する若い女性〉1776（図2）であろ
う。ゆったりとしたクッションに腰かけて熱心に本を読む若い女性
の姿は、気品に満ち、かつ知的な優雅さに溢れている。スペイン
風の衣装や椅子のクッション等から考察すると、この女性は中流
以上の階級であることは間違いない。この作品からも伺えるよう
に、読書は私的空間でもっとも多く行われた。18世紀の読書人口
の増加は、この空間と場所のために、快適に腰を下ろして何時間
でも没頭できるような「読書用家具」を販売することにこぎつけた。
書見台が一体となった長椅子、読み書きや食事にも使えるテ ブー
ル、あるいは化粧台のもなる女流夫人のための兼用家具など。さ
らに婦人向けの「読書用ジャケット」軽くて暖かい部屋着ないし
は上着も考案された。一人になれるクローゼット。そして、ベッドで
の読書はとりわけ婦人たちに好まれたという。（注17）読書の流行が
「読書」のまわりに関連製品を社会に産み出していき、ひとつの
読書文化ともいえるものが18世紀に出現することになるのである。
　18世紀は「啓蒙主義」の時代とも言われる。「啓蒙主義」はあ
らゆる分野、領域の思想家、学者が関った「百科全書」の代名詞
となる。この学者たちや思想家を擁護したのがポンパドゥー ル伯
爵夫人である。彼女を描いた有名な2枚の絵を見てみよう。モ リー
ス・カンタン・ド・ラトゥー ル作〈ポンパドゥー ル伯爵夫人の肖像〉1752-
55頃（図16）とフランソワ・ブーシェ作〈ポンパドゥー ル夫人〉1756
（図17）である。彼女はルイ15世の寵姫として有名であるが、頭
が良く、芸術的才能に恵まれた大変な美女であった。作品に描か
れた彼女の姿は、どちらもロココ調の華やかな衣装を身にまとい、
優雅で優美な姿で椅子に腰かけ、本や楽譜を手にしている。ラ
トゥー ルの作品では彼女は書斎テ ブールの前に座り、書斎テ ブー
ルの上には彼女が援助した百科全書が置かれている。手にして
いる音楽の楽譜、机の下部に立てかけてある素描の入った紙ば
さみ、卓上の地球儀や彼女の背後の楽器等は、彼女が美しさだ
けではない才気と学問や芸術への好奇心を持っていることを十
分に示している。室内のすべての物が彼女を美しい姿形としてだ
けではなく、知的さを象徴する助けになっている。もう一方のブー
シェの作品では、むしろ彼女はより私室にいる状態で、ソファー に
腰を掛け、背後には鏡の壁がある。よく見れば、彼女の後ろ頭が
鏡に映りこんでいる。彼女のソファー の背後には立派な書棚が置
かれ、その中にはぎっしりと重厚な本が書棚に入っており、それら
は百科全書を象徴している。ここではポンパドゥー ル夫人は退屈
げに読んでいた本を膝におろして、目を私たちから背けるように、
部屋の別の方に向けている。散らかったバラの花、ペン、書類や
く私的な関係を暗示する。それに対して、あくまでも男性は「本を
読む」という設定であり、この「本」の意味は、当時の航海術の発
展や新学問の展開等、いわば公の学問的なことを示唆するので
ある。識字率の高さ、筆記能力が同じように男性と女性に備わっ
ていたとしても、そこにはその時代の社会的な環境が場面を構成
する重要な意味を持っているのである。
　ほぼ同時代のオランダの画家の例をもうひとつあげてみたい。
ピ ターー ・ヤンセンス・エリンガの〈読書する女性〉1668-70（図15）
は、室内で、女性が窓に向かって椅子に腰かけ、一心不乱に本
を読んでいる。この女性は絵を見る人に背を向けている。静まり
返ったガランとした室内に本を読む女性だけが存在している。こ
の女性は召使いで、彼女は仕事の合間に、もしくは仕事中にさ
ぼって本を読みふけっている。プロテスタントの国オランダでは、し
ばしば反面教師的役割として、居眠りをしている侍女や仕事をさ
ぼっている召使などを絵の主題にした。この作品もそのような類
かもしれないが、逆に考えてみれば、読みふけるほど面白い本が
あったということを教えてくれる。女性のささやかな楽しみとして、
小説の類が当時人気を博しており、本の世界へ入ること、日常か
ら離れて自分だけの空想の世界へ入り込むこと、これが少しずつ
自由にできるようになってきたということを物語っている。ある意味、
女性にとって、それが自由になれる瞬間だったのかもしれない。
　18世紀はいわゆる読書革命が起きた時代といわれている。機
械的印刷に複製されたテクストは、その均質性で写本よりも読み
やすく、新しい読者を獲得し、空想上の世界に読者を引き込んで
しまうことができた。「本」は自己解釈と省察の場となり、人々に広
がっていった。ヨー ロッパ全域にわたって女性の読者人口、作家
の数が飛躍的に増大した時代でもある。フランスの首都では以
下のような光景を観察できたという。
　「パリでは皆が読んでいる。…すべての人々｜とりわけ女性た
ち｜がポケットに一冊の本をしのばせている。馬車の中で、遊歩
道で、劇場の幕間に、カフェで、風呂場で読書している。店では婦
人が、子供が、職人が、徒弟が読んでいる。日曜日になれば、人々
は玄関の前に腰を下ろして読書する。従僕は後部座席で、馭者
は自分の座席で、兵士は歩哨に立ちながら…。」（注15）
　それまでの時代、「書物は権力の非人格的な意志を伝える権
威的な媒体として、また国家や教会の権力によって強制される社
会的規律に不可欠の要因として考えられていた。」（注16）こうした
読書の性格から、解放されていくことが可能になったのである。ど
のくらいの読書人口があったかについては、正確な数字で判断す
ることができないので、疑問があるが、18世紀になると、ある意
味で「書物」の自由化ということが急速に始まったことは確かで
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図3． ピー ター ・H・フェイスト『ルノワー ル』タッシェン、2000年
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乱れておかれたナイトテ ブールの下の本、開けられたままの引き出
し、封が開けられた封筒、足元の犬など、彼女の仕事場ではない
一種の倦怠感や退屈さが伝わってくるような設定である。それで
も彼女の持ち物は「本」であり、背景の本棚は彼女を表す重要な
モティー フになっている。
　ポンパドゥー ル伯爵夫人を描いた作品では、彼女の私的空間
が作品の魅力になっている。18世紀になると、単に〈読書〉という
行為がごく親密な、ごく私的な空間で行われていることだけではな
く、画家とモデルの距離も物理的に近くなり、それはまるで「本」と
読者の関係の心理的近さと同じ距離になっていることを感じる。
つまり「本」に対する尊敬と敬意という視点は、「本」への親密化と
いう状況に変化をしている。「すなわち、それは聖書のような少数
の本の精読から小説のような一連の類似した本の多読へ、瞑想
を促すものとしてゆっくりとした読書から夢中になって筋を追いか
ける読書へ、集団での音読から個人による黙読へ、支配的な文
化的権威を強化する方法としての聖書やその他の指導書の読
書から同好の士を結ぶ方法としての小説読書へ、良いものの読
書から好きなものの読書へ、といった、決して完結することのない、
また単線的ではない変化である。」（注18）と指摘されたとおりであ
る。読書像の今日性｜それは、より自由に、より個人に、より趣味的
になっていくこと｜に一層近づいていることに他ならない。
　19世紀に入ると、「本を読む女性」の像は、今までのような知性
を象徴する好意的な把握の仕方ばかりではなくなってくる。より私
的で、より自由な好みも傾向は、単純に「本」は良いものという図式
から、その概念を崩していくことになる。一方では依然として残る
知的産物としての「本」のイメー ジと他方では、その図式を離れた
自由さが、次の新しい「本を読む女性像」を作り出していくことにな
るのであるが、19世紀以降については、次の機会で考察したいと
思う。
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美術館
5. 〈ドミティウス・アヘ ノーバウブスの祭壇〉部分BC.100頃、ルー
ヴル美術館
6. 〈侍女〉BC.420、大理石、アテネ、国立考古学博物館
7． 〈パン屋の夫婦〉ポンペイ壁画部分、1C、フレスコ、ナポリ、国
立考古博物館
8． 〈本を読む女性〉ポンペイ壁画部分、1C、フレスコ、ナポリ、国
立考古博物館
9． 〈アキテ ヌーのエレノアの墓〉1204、フォンテヴロウド聖母教会
10． アンボロジオ・ロレンツェッティ〈受胎告知〉1344、板、シエナ、
国立絵画館
11． マリー ・ド・ブルゴーニュの画家1〈マリー ・ド・ブルゴーニュの時
禱書〉部分、1477、ウィー ン、オ スートリア国立図書館
12． ジュゼッペ・アルチンボルド〈司書〉1566頃、カンヴァス、油彩、
スウェー デン
13． ヨハネス・フェルメー ル〈天文学者〉1668、カンヴァス、油彩、
ル ヴール美術館
14． ヨハネス・フェルメー ル〈窓辺で手紙を読む女〉1659頃、カン
ヴァス、油彩、ドレスデン、国立絵画館
15． ピ ターー ・ヤンセンス・エリンガ〈読書する女性〉1668-70、ミュン
ヘン、アルテ・ピナコテ クー
16． モ リース・カンタン・ド・ラトゥー ル〈ポンパドゥー ル伯爵夫人の肖
像〉1752-55頃、紙，パステル、ル ヴール美術館素描室
17． フランソワ・ブ シーェ〈ポンパドゥー ル夫人〉1756、カンヴァス、油
彩、ミュンヘン、アルテ・ピナコテ クー
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1  イヴ・ア ノールド〈ユリシ ズーを読むマリリン〉1952
4  〈書記坐像〉第5王朝 BC2495-2345頃
5  〈ドミティウス・アヘ ノーバルブスの祭壇〉部分 BC100頃 6  〈侍女〉（ATHENS）420
2  フラゴナール〈読書する若い女性〉1776
3  ルノワール〈読書する女〉1875-76
「本を読む女性」像について　その1
39
7  〈パン屋の夫婦〉ポンペイんの壁画 60-70
10  アンボロジオロレンツェティ〈受胎告知〉1334
11  マリー ド  ブリュゴーニュの画家
      〈マリー ド・ブルゴーニュの時禱書〉
12  アルチンボルド〈司書〉1566頃
8  〈本を読む女性〉ポンペイの壁画 1C
9  〈アキテ ヌーのエレノアの墓〉1204
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13  フェルメー ル〈天文学者〉1668
14  フェルメー ル〈手紙を読む女〉1659
15  ピ ターー ・ヤンセンス〈読書する女性〉1668-70
16  モ リース カンタン ラトゥー ル
      〈ポンパドゥー ル伯爵夫人の肖像〉1752-55
17  ブ シーェ〈ポンパドゥー ル夫人〉1756
